
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

導入蛋白質の解析が容易にできます。 

 

シーズ名 導入蛋白質の同定が容易な筋萎縮性側索硬

化症トランスジェニックマウスモデル 

こんなことが出来ます！ 

【従来の問題点】 

① 仔の遺伝子導入をPCRで確認する

必要。 

② マウス内因性のSOD1との区別が必

ずしも容易ではない。 

【解決したポイント】 

① ホモ接合体マウスを確立することで

PCRは不要となった。 

② 導入蛋白にFLAG配列を付加したた

め同定が容易となった。 

発明者からのメッセージ 

技術の概要 

①有効な治療法のない筋萎縮性側索硬化症のモデルマウスを作製した。 

②本マウスは 4 年以上ホモ接合体で維持しても表現型（フェノタイプ）に変化がない。 

③変異蛋白に FLAG 配列を付加したことにより導入遺伝子産物の同定が容易である。 

④変異蛋白と関連蛋白について免疫染色や免疫沈降等の解析が容易になった。 
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均一な表現型を示し導入蛋白質の

同定が容易なため，治療薬の開発

や疾患の病態解明に有用です． 

ヒトSOD1遺伝子はExon 1から 5からなる。野生型（W）

をもとに変異型 SOD1（DF）を遺伝子導入した。  

本マウスは通常 120 から 150 日齢に

後肢の麻痺で発症する。  
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